
























































































































































































また， FASBの討論資料((7)， p. 127)は，このサンデイランズ報告書に
よる 3つの定義に関して，次のように論評している。
「生産能力についての第1の定義，つまり， (a) W同一資産』は，しばしばア




































産の取替原価に基づいて測定するかぎり維持されるのである。 E • J・グレス



















































































度第期1年首 度第期1年末 度第期2年末 度第期3年末 第度期4年末 度第期5年末
(資 産〉
現 金 。 2，200 4，400 6，600 8，800 11，000 
機械(取替原価〉 10，000 11，000 11，000 11，000 11，000 11，000 
減価償却累計額 。 2，200 4，400 6，600 88，00 11，000 
期取末替未原償却価 10，000 8，800 6，600 4，400 2，200 。
総 資 産 10，000 11，000 11，000 11，000 11，000 11，000 
(持 分〉
資 本 金 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 
株主持分修正 。 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 
留保利益 。 。 。 。 。 。




差点主 度第期1年末 度第期2年末 度第期3年末 度第期4年末 度第期5年末
(資 産〉
現 金 。 2，000 4，000 6，000 8，000 10，000 
機械(取得原価〉 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 
減価償却累計額 。 2，000 4，000 6，000 8，000 10，000 
機械の簿価 10，000 8，000 6，000 4，000 2，000 。
総 資 産 10，000 10.000 10，000 10，000 10，000 10，000 
(持 分〉
資 本 金 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 
留保利益 。 。 。 。 。 。



















(6) これも， E・J・グレス (C6)， p.97)による設例をほぼそのまま用いている。
























付) 期(前末期取末替よ原り10価%増加) 11，000 12，100 13，310 14，641 16，105 
(ロ) 減(期価末取償替却原価費の20%) 2，200 2，420 2，662 2，928 3，221 







第1年度 第2年度 第3年度 第4年度 第5年度
営業収益 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 
営業費用
減(表価4償によ却る費〉 2，200 2，420 2，662 2，928 3，221 
その他の費用 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000 
総 費 用 7，200 7，420 7，662 7，928 8，221 






度第期1年首 第度期1年末 度第期2年末 度第期3年末 度第期4年末 度第期5年末
(資 産〉
現 金 。 2，200 4，620 7，282 10，210 13，431 
機械(取替原価〉 10，000 11，000 12，100 13，310 14，641 16，105 
減価償却累計額 。 2，200 4，620 7，282 10，210 13，431 
期取末替未原償却価 10，000 8，800 7，480 6，028 4，431 2，674 
総 資 産 10，000 11，000 12，100 13，310 14，641 16，105 
(持 分〉
資 本 金 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 10，000 
株主持分修正 。 1，000 2，100 3，310 4，641 6，105 
留保利益 。 。 。 。 。 。

















間の減価償却費は， 275ド、ル， 300ドル， 325ド、ル， 350ドルの合計1，250ド、ルにな
るであろう。しかし， 4年度末の取替価格は1，400ド、ルで、ある。この企業は減価
償却費によって留保した金額でその機械を取替えることはできないであろう。」













4イ) 2，200 2，420 2，662 
(ロ) 。 220* 484** 
l口』 2十 2，200 2，640 3，146 
取替原価 11，000 12，100 13，310 
(表4参照〉
串(12，100-11，000) x ys = 220 
料 (13，310-12，100) x % = 484 
料* (14， 641-13， 310) x弘=798.6 
料林 (16， 105-14， 641) X托=1171.2 
2，928 3，221 13，431 
799*紳 1，171**** 2，674 

















































第1年度 第2年度 第3年度 第4年度 第5年度
11，000 12，100 13，310 14，641 16，105 
2，420 2，662 2，928 3，221 
軍替原価末~ c 3，328 3，660 4，026 
4，880 5，368 
8，053 
A 2，200 2，420 2，662 2，928 3，221 
B 605 666 732 805 
減価償却費<c 1，109 1，220 1，342 
D 2，440 2，684 
E 8，053 
















































































ω R・R・スター リング ((22)，p. 10)は， I物的資本の支持者は，ド‘ルの数 (Number













































































iMacy' and Gimbels社は， 1月1日に100ドルで、開業し， 1月2日に100着








1月 1日 1 月中 2月 1日
ド、/レ 単位 ドノレ 単位 ドノレ 単位
現 金 S200 100n $ 160 ~n 
株主持分 $ 200 100n $ 200 100n 
期首留保利益 。 。 。 。
ヲ=去E三 上 $ 160 80n * 
売上原価 200** 100 
純利益(損失〉 ($ 40) (20) n 
←) 自己 当 。 。
留保利益の変動 。 。 (40) (20) 
期末留保利益 。 。 (40) (20) 
総 持 分 $ 200 100n $ 160 80n 




























$ 160.00 128.00 x * 
$ 104.16*** 83.33*本
事55.84 44.67 x 
55.84 44.67 






$ 104. 16 83. 33 x 
160 -=-1. 25= 128 
100 -=-1. 2 = 83.33 


























































































1月 1日 1 月中 2月 1日
ド、ノレ 単位 ド、ノレ 単位 ド、ノレ 単位
現 金 $ 50 100 c $ 50 100 c 
株主持分
期首留保利益 $ 50 100c $ 50 100 c 
売 上 。 。$ 80 160 c 。 。
売上原価 50 100 
主 利 4ナUモム $ 30 60c 
(→ 配 当 30 60 
留保利益の変動 。 。 。 。
期末留保利益 。 。 。 。






































ドノレ 単位 ド、/レ 単位 ド、ノレ 単位
7去'E 上 80 160 160 160 200 160 
売上原価 50 100 100 100 125 100 




























































































































「企業が，その購入単位が 1ドルで、あった 1月1日に 100ド、ノレで、開始し， 20 
ド、ルの現金残高を残し， 80単位を購入したと仮定する。企業は，現在原価が
1. 25ドルで、ある 1月31日に各々1.6ド、ルで，その単位を販売した。命題3 (利
益は物的資本の変動であり，収益から現在原価を控除することにより算定され
る。一引用者挿入〉によれば， 100ド、ルの現在原価 (=80単位x@1. 25わけ




この120ド、ルは， 100単位購入したで、あ司ろう 100ドルの当初現金と比較して， 96 
単位 (=120ド、ノレ/1.25)を購入するであろう。」
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